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☎0233-29-5839（直通）

新庄市農業委員会

　三原真理子さん（小泉）は嫁いだ当初、勤めに出ていましたが、広い農地を所有していることや世代交代という
ことを考えた末に「農地を有効に活用したい。生産者と消費者が対面できる農業がしたい。」という思いに至った
そうです。その後、明倫堂プロジェクトへの参加や、２年間の農林大学校の新規就農研修を経て、３年前からミニ
トマトを主品目とする農業を行っています。
　現在は新庄市農業協同組合トマト部会や、やまがた農業女子ネットワーク（あぐっと～ a good ～）に所属され
るなど、農業仲間や他業種の方との様々な人のつながりや交流、情報交換を大切にしているそうです。
　「苦労の方が多いけれども、消費者からの “美味しい ”の一言に、栽培する喜び、やりがいを感じている。今後
は地域から選ばれる農家を目指し、昔からの文化を守りつつ、現代にあった商品化を行い、次世代へつなぐ役割
を担っていきたい。」と語っていただきました。　　　　　　　　　　　　　　　　　（新庄地区　五十嵐 成生）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
の
業
務
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
多
大
な
る
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
国
内
外
で
未
だ
に
収
束
の
兆
し
が
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
国
民
の
日
常
生
活
や
経
済
活
動
は
引
き
続

き
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
農
業
分
野
に
お
い
て
も
農
作
物
の
消

費
量
の
減
少
、
価
格
の
低
迷
、
後
継
者
不
足
等
、
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
4
月
、
５
月
に
発
生
し
た
降
霜
、
降
雹
に
よ
り
最
上
地
域

の
「
に
ら
」
、「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
、「
り
ん
ど
う
」
な
ど
の
農
作
物
が
被

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
稲
作
に
お
い
て
は
、
県
の
21
年
産
米
の

作
況
指
数
が
3
年
連
続
で
「
や
や
良
」
の
「
１
０
４
」
（
最
上
地
域

「
1
0
3
」
）
、
10
㌃
当
た
り
の
収
量
は
全
国
ト
ッ
プ
の
６
２
６
㌔
に

な
り
ま
し
た
。

　
度
重
な
る
気
象
災
害
に
よ
っ
て
被
災
農
業
者
の
減
収
、
営
農
意
欲

の
低
下
、
農
業
生
産
の
減
退
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
各
種
支
援
を
積
極
的
に
ご
活
用
い
た
だ
き
、
安
定
し
た
生

産
活
動
と
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
庄
市
農
業
委
員
会
は
、
令
和
2
年
7
月
に
改
選
さ
れ
2
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
農
業
者
の
代
表
機
関
と
し
て
、
農
地
法
等
の
法
令
事
務

の
執
行
に
努
め
る
と
と
も
に
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
連
携
し
、
本
年
も
地
域
農
業
の
け
ん
引
役
と
し
て
将
来
の
持
続

可
能
で
力
強
い
農
業
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
者
の
皆
様
、
関
係
機
関
の
更
な
る
ご
指
導
、
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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①優良農地の確保と有効利用のために、遊休農

　地所有者に対する意向の確認や、農地台帳に

　よる情報管理。

②担い手への農地利用の集積・集約化のため、

　農地の利用調整やあっせん

③農地等の利用最適化のため関係行政機関への

　意見の提出

④農業者年金の加入推進

　相続等によって農地の権利を取得した人は農

地のある農業委員会への届出が必要です。

●届出をしなかった、または、虚偽の届出をす

ると過料に処せられます。

●農業委員会では、相続をした方が地元を離れ

ているなど何らかの事情で自分では管理ができ

ない場合のご相談や、借り手を探すお手伝い等

も行っています。まずはお気軽にお問い合わせ

ください。

農地を相続したら農業委員会へ!

新
年
の
あ
い
さ
つ

会
長
　
浅
沼
　
玲
子

新
庄
市
農
業
委
員
会

農 

業 
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農業委員会の主な仕事



　　
農
業
委
員
会
で
は
、
７
月
20
日
か
ら
約
１
カ
月
間
、
各

担
当
地
区
の
調
査
員
が
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
農
地

の
利
用
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
遊
休
農
地

の
実
態
把
握
や
発
生
防
止
等
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
農
地
が
原
野
化
・
山
林
化
す
る
背
景
に
は
、
農
作
業
上

の
不
便
性
、
後
継
者
不
足
、
高
齢
化
と
い
っ
た
課
題
が
多

く
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
課

題
が
少
し
で
も
解
決
に
向
か
っ
て
い
く
よ
う
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
萩
野
地
区
　
指
村
　
貞
芳
）

　　
11
月
12
日
、
令
和
３
年
度
農
業
委
員
会
大
会
が
酒
田
市

市
民
会
館
「
希
望
ホ
ー
ル
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
昨
年
に
引
き
続

き
人
数
を
制
限
し
て
の
開
催
と
な
り
、
当
委
員
会
で
は
13

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
開
会
行
事
に
始
ま
り
、
各
地
区
か
ら
提
出
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
農
業
委

員
会
法
改
正
５
年
後
調
査
及
び
独
自
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
た
要
請
に
関
す
る
決
議
」、「
新
た
な
時
代
の
農
業
・
農

村
の
活
性
化
に
向
け
た
政
策
提
案
決
議
」、「
地
域
の
農
地

を
活
か
し
、
担
い
手
を
応
援
す
る
全
国
運
動
に
よ
り
実
質

化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
実
行
す
る
た
め
の
申
し
合

わ
せ
決
議
」、「
農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
と
情
報
提
供
活

動
の
強
化
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
決
議
」
が
提
案
さ
れ
、

す
べ
て
満
場
一
致
で

決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
林
水
産

大
臣
表
彰
の
伝
達
や

永
年
勤
続
者
表
彰
も

行
わ
れ
、
最
後
に
当

委
員
会
の
浅
沼
玲
子

会
長
の
「
ガ
ン
バ
ロ

ウ
宣
言
」
と
次
期
開

催
地
区
の
南
陽
市
へ

と
引
き
継
が
れ
、
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

　（
八
向
地
区

　
　
田
宮
　
成
彦
）

　

　
去
る
11
月
27
日
に

開
催
さ
れ
た
、
第
23

回
米
・
食
味
分
析
鑑

定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国

際
大
会
に
お
い
て
、

五
十
嵐
成
生
委
員
（
新
庄
地
区
・
米
の
匠
　
み
の
り
ガ
ー

デ
ン
）
が
、
国
際
総
合
部
門
の
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
12
月
3
・
4
日
に
開
催
さ
れ
た
、
第
18
回

お
米
日
本
一
コ
ン
テ
ス
ト
in
し
ず
お
か
に
お
い
て
も
、
金

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
し
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
自

然
栽
培
（
無
農
薬
・
無
肥
料
）
で
作
っ
て
お
り
、
消
費
者

の
方
か
ら
は
、「
安
心
で
お
い
し
い
お
米
」
と
好
評
で
す
。

　
自
然
栽
培
を
行
う
に

あ
た
っ
て
、
当
初
は
先

代
の
反
対
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
で
は
家
族
の

協
力
を
受
け
、
米
作
り

に
励
ん
で
い
ま
す
。
10

ａ
あ
た
り
1
5
0
㎏

（
2
.
5
俵
）
程
し
か

生
産
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

自
身
の
強
さ
で
育
っ
た

米
は
甘
み
・
旨
み
が
強

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

（
稲
舟
地
区

　
　
　
髙
山
　
光
弥
）
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農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た

農
業
委
員
会
大
会
に
参
加
し
ま
し
た

農
業
委
員
会
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
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令
和
3
年
度
は
昨
年
度
か
ら

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
が
終
息
す
る
気
配
が
無
い
ま

ま
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

昨
今
の
景
気
悪
化
や
4
月
の
霜

等
の
被
害
も
あ
り
、
農
作
物
全

般
が
価
格
等
も
含
め
、
大
変
厳

し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
頑
張
っ
て
農
業

に
携
わ
っ
て
い
る
皆
様
が
こ
れ

か
ら
も
農
業
を
続
け
て
い
く
為

に
、
私
達
農
業
委
員
及
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
関
係

機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
集

積
・
集
約
の
推
進
・
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
状
況
が

一
日
も
早
く
解
消
さ
れ
、
平
穏

な
日
々
が
戻
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

令和4年1月7日

○農地を貸借、または耕作目的で売買 · 贈与する場合は農地法第 3 条許可が必要です。
○自分の農地を他の用途に転用する場合は農地法第 4 条許可が必要です。
○自分以外の農地を他の用途に転用するために、売買や贈与、貸借する場合は農地法
　第 5 条許可が必要です。

農業委員会への報告

○農地の賃借契約の解約は農地法第 18 条第 6 項による合意解約の通知が必要です。
○農地の相続等により所有権を取得した場合は、農地法第 3 条の 3 第 1 項の規定に
　よる届出書の提出が必要です。

○農用地利用集積計画による農地の権利移動を希望する場合は、 お近くの農業委員
　又は農地利用最適化推進委員にご相談ください。

編
集
後
記

農
委
広
報
編
集
委
員

事務局からのお知らせ

農業委員会の許可

詳しくは、農業委員会事務局（直通29-5839）まで

五
十
嵐
成
生
委
員
（
新
庄
地
区
）

髙
山
　
光
弥
委
員
（
稲
舟
地
区
）

指
村
　
貞
芳
委
員
（
萩
野
地
区
）

田
宮
　
成
彦
委
員
（
八
向
地
区
）

　
農
業
新
聞
を
購
読
し
ま
せ
ん
か
?

　
全
国
農
業
新
聞
は
地
域
農
業
者
の

代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員
会
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
行
す
る
週
間
の
農

業
専
門
総
合
誌
で
す
。

　
農
業
者
年
金
、
税
金
、
農
業
経
営

な
ど
、
農
業
を
す
る
う
え
で
欠
か
せ

な
い
情
報
が
満
載
で
す
。

　
購
読
の
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合

わ
せ
は
お
気
軽
に
新
庄
市
農
業
委
員

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●発行所　全国農業会議所
〒102-0084 東京都千代田区二番町9-8

中央労働基準協会2階
TEL 03-6910-130  FAX 03-3261-5132

申請 · 報告等の締め切り 毎月 10 日
( 休日 · 祝祭日の場合はその前の平日 )

農地の権利移動には農業委員会の許可が必要です

週間  月4回  金曜日発行
月700円、年8,400円(消費税込)

全
国
農
業
新
聞
の
お
知
ら
せ
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